
Ⅱ
　
事
業
実
施
概
要

研
究
課
題
名

研
究
期
間

目
的
・
進
行
状
況
（
結
果
概
要
）

1)
 ヤ

マ
ト
シ
ジ
ミ
資
源
量
調
査

2)
 ヤ

マ
ト
シ
ジ
ミ
へ
い
死
要
因

　
 調

査

平
成

13
～

17
年
度

【
目

的
】

宍
道

湖
の

重
要

な
水

産
資

源
で

あ
る

ヤ
マ

ト
シ

ジ
ミ

の
資

源
生

態
調

査
を

行
い

、
漁

業
振

興
に

役
立

て
る

。
　

【
進
行
状
況
】
資
源
量
調
査
は
大
量
へ
い
死
が
起
き
た
平
成

9年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
手
法
は
ほ
ぼ
確
立
し
た
。
平
成

15
年
度

か
ら
は
調
査
結
果
を
先
ず
は
速
報
値
と
し
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
的
に
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
漁
協
が
行
う
漁
業
管
理
等
の
検
討
に
活
用

で
き
る
よ
う
に
努
め
た
。

15
年
夏
期
に
は

9年
規
模
の
大
量
へ
い
死
が
起
き
た
が
、
こ
れ
は
湖
内
の
低
塩
分
化
現
象
や
産
卵
の
遅
れ
に
よ

る
ス
ト
レ
ス
等
が
大
き
く
関
与
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
た
（
学
習
院
女
子
大
学
・
品
川
教
授
等
と
の
共
同
研
究
）。

こ
の
へ
い
死
要
因

調
査
は

15
年
度
か
ら
開
始
し
た
が
、
大
量
へ
い
死
原
因
の
絞
り
込
み
等
が
ほ
ぼ
で
き
た
こ
と
か
ら
シ
ジ
ミ
漁
業
関
係
者
の
不
安
を
和
ら

げ
る
こ
と
が
で
き
、
当
試
験
場
と
し
て
の
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

【
問
題
点
】
得
ら
れ
た
調
査
結
果
を
用
い
、
適
正
な
資
源
管
理
を
如
何
に
行
う
か
が
今
後
の
重
要
課
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
よ
り

正
確
な
シ
ジ
ミ
漁
業
の
操
業
実
態
を
把
握
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
へ
い
死
要
因
調
査
で
は
貧
酸
素
単
独
や
そ
れ
以
外
の
要
因
（
水
温
、

塩
分
、
生
息
密
度
、
産
卵
等
）
が
複
雑
に
絡
ま
っ
て
生
じ
る
可
能
性
も
示
唆
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
更
に
デ
ー
タ
の
蓄
積
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

1)
 宍

道
湖
に
お
け
る
ワ
カ
サ
ギ
、
シ

　
ラ
ウ
オ
稚
魚
の
出
現
状
況
と
体

　
長
、
成
熟
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

2)
宍
道
湖
に
お
け
る
ワ
カ
サ
ギ
、
シ
ラ

　
ウ
オ
卵
の
出
現
特
性

3)
斐
伊
川
に
お
け
る
ワ
カ
サ
ギ
産
卵

　
数
の
平
成

15
年
と

16
年
の
比
較

　
と
産
卵
数
か
ら
の
産
卵
親
魚
量
の

　
推
定

4）
宍
道
湖
刺
網
漁
業
実
態
調
査

平
成

13
～

17
年
度

【
目
的
】
平
成

6年
以
降
の
ワ
カ
サ
ギ
不
漁
原
因
の
究
明
と
対
策
等
を
検
討
す
る
。

【
進
行
状
況
】
平
成

6
年
の
ワ
カ
サ
ギ
不
漁
は
、
夏
季
高
水
温
に
よ
る
大
量
へ
い
死
に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
不
漁

が
継
続
し
て
い
る
の
は
、
産
卵
親
魚
の
獲
り
過
ぎ
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
元
に
宍
道
湖
漁
協
で
は
、

産
卵
親
魚
を
保
護
す
る
た
め
に
、
主
要
産
卵
場
と
考
え
ら
れ
た
斐
伊
川
河
口
域
に
刺
網
操
業
禁
止
区
域
を
設
定
し
た
。
斐
伊
川
の
河
川

内
の
産
出
卵
数
は

[1
6年

2月
/1

5年
2月

]が
約

4倍
に
増
加
し
た
。

【
問
題
点
】
漁
業
者
が
親
魚
を
保
護
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
資
源
が
回
復
す
る
こ
と
を
本
調
査
に
よ
っ
て
実
証
的
に
展
示
す
る

必
要

が
 
 
 

あ
る
。

 
 
 
ま
た
ワ
カ
サ
ギ
は
水
温

30
℃
以
上
で
へ
い
死
が
始
ま
る
と
考
え
ら
れ
、資

源
量
の
変
動
は
気
象
要
因
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
今
後
は
、
産
卵
親
魚
の
保
護
対
策
に
併
せ
て
、
未
成
魚
期
の
越
夏
対
策
が
人
為
的
に
可
能
か
ど
う
か
を
探
る
た
め
に
夏
期
の

分
布
生
態
等
の
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
次
に
シ
ラ
ウ
オ
資
源
に
つ
い
て
も
併
せ
て
稚
魚
の
発
生
状
況
等
に
つ
い
て
継
続
的
に
調
査

を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

ア
オ
ノ
リ
養
殖
試
験

平
成

13
～

16
年
度

【
目
的
】
中
海
に
お
け
る
有
望
な
水
産
振
興
策
で
あ
る
ア
オ
ノ
リ
養
殖
の
事
業
化
の
可
能
性
を
探
る
。

【
進
行
状
況
】
平
成

13
～
14

年
度
の
結
果
で
は
、
時
期
と
場
所
に
よ
っ
て
は
養
殖
業
が
成
立
し
う
る
収
量
、
品
質
も
得
ら
れ
た
が
、
15

年
度
は
一
部
の
地
区
を
除
く
と
全
般
的
に
採
取
が
不
調
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
松
江
水
産
事
務
所
と
連
携
し
漁
業
者
の
体
験
養
殖
試
験
を

行
っ
た
。
徳
島
市
場
で
の
評
価
は
徳
島
産
価
格
の

1/
2～

3/
4
で
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
。

【
問
題
点
】
16

年
春
季
試
験
で
は
、
過
去
の
技
術
体
系
を
再
検
討
し
種
々
改
良
を
試
み
た
と
こ
ろ
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。
今
後
、

陸
上
育
成
で
は
均
一
に
大
き
く
生
長
し
た
種
苗
で
沖
出
し
が
可
能
と
な
る
よ
う
育
苗
技
術
を
高
め
る
。
ま
た
、
海
面
に
お
い
て
は
養
殖

環
境
が
水
域
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
水
域
に
見
合
っ
た
養
殖
施
設
、
技
術
の
改
良
を
試
み
る
。
ま
た
収
穫
時
期
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
乾

燥
処
理
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
う
。
事
業
化
へ
の
道
筋
を
早
く
付
け
る
た
め
、
漁
業
者
の
参
加
や
市
場
調
査
・
品
質
調
査
、
加
工

試
験
等
を
充
実
さ
せ
る
。
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研
究
課
題
名

研
究
期
間

目
的
・
進
行
状
況
（
結
果
概
要
）

宍
道
湖
・
中
海
に
お
け
る
コ
ノ
シ
ロ

大
量
へ
い
死
の
原
因
究
明

平
成

13
～

15
年
度

【
目
的
】
宍
道
湖
・
中
海
で
は
、

H
8年

以
降
の

5～
7月

に
か
け
て
数
千
か
ら
数
十
万
尾
の
コ
ノ
シ
ロ
の
大
量
へ
い
死
が
毎
年
の
よ
う
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
水
質
や
底
質
等
の
環
境
悪
化
と
の
関
連
性
が
懸
念
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、

H
13

年
度
か
ら
へ
い
死
原
因
を
究

明
す
る
た
め
の
調
査
を
実
施
し
た
。

【
進
行
状
況
】
コ
ノ
シ
ロ
の
大
量
へ
い
死
の
主
因
は
、
近
年
の
同
種
の
資
源
分
布
量
が
外
海
域
で
高
水
準
を
形
成
し
、
宍
道
湖
へ
の
来

遊
群
増
加
を
も
た
ら
し
、
そ
の
後
の
湖
内
で
の
産
卵
生
態
（
産
卵
後
の
疲
弊
）
が
大
き
く
関
与
し
て
起
き
た
も
の
と
推
察
さ
れ
、
当
初

心
配
さ
れ
た
宍
道
湖
に
お
け
る
環
境
異
変
に
よ
り
ひ
き
起
こ
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

本
調
査
事
業
は
本
年
度
で
終
了
し
、
今
後
は
試
験
場
の
通
常
業
務
等
の
中
で
監
視
す
る
。

宍
道
湖
・
中
海
貧
酸
素
水
調
査

平
成

13
～

17
年
度

【
目
的
】
宍
道
湖
・
中
海
の
漁
場
環
境
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
湖
底
貧
酸
素
化
に
つ
い
て
、
水
温
・
塩
分
・
酸
素
分
布
状
況
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
、
貧
酸
素
化
現
象
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
の
た
め
の
基
礎
資
料
を
収
集
す
る
。
ま
た
、
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
等
重
要
水

産
生
物
へ
の
影
響
に
つ
い
て
も
検
証
す
る
。

【
進
行
状
況
】
平
成

10
年
度
か
ら
、
宍
道
湖
・
中
海
全
域
で
の
貧
酸
素
水
塊
の
発
生
状
況
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
橋

川
に
お
い
て
宍
道
湖
と
中
海
の
間
の
貧
酸
素
水
の
移
動
状
況
を

24
時
間
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
魚
介
類
の
へ
い
死
等
が

生
じ
た
場
合
に
は
緊
急
的
に
湖
底
貧
酸
素
化
の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

【
問
題
点
】
湖
底
貧
酸
素
化
の
動
態
を
把
握
し
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
に
は
長
期
間
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
湖
底
貧
酸
素
化
が
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
等
底
生
生
物
の
生
息
分
布
に
対
す
る
影
響
を
詳
し
く
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

シ
ジ
ミ
同
定
技
術
確
立
試
験

平
成

15
～

17
年
度

【
目
的
】
本
県
内
水
面
漁
業
の
代
表
的
水
産
物
で
あ
る
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
と
最
近
全
国
的
に
流
通
が
急
増
し
て
い
る
外
国
産
シ
ジ
ミ
と
を

判
別
す
る
技
術
を
確
立
す
る
。

【
進
行
状
況
】
平
成
15
年
度
は
三
重
大
学
で
、
シ
ジ
ミ
類
種
判
別
の
た
め
の
基
礎
的
な
研
修
を
実
施
し
た
。
研
修
の
結
果
、
ヤ
マ
ト
シ

ジ
ミ
と
マ
シ
ジ
ミ
系
は
、
雌
雄
異
体
と
雌
雄
同
体
の
違
い
か
ら
光
学
的
顕
微
鏡
に
よ
る
直
接
観
察
や
生
殖
腺
組
織
の
組
織
切
片
の
染
色

観
察
で
比
較
的
容
易
に
判
別
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
mt
DN
Aを

用
い
た
PC
R分

析
に
よ
る
シ
ジ
ミ
同
定
の
た
め
の
基
礎
的
な

技
術
修
得
も
併
せ
て
行
っ
た
。

【
問
題
点
】
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
を
始
め
と
す
る
在
来
の
シ
ジ
ミ
と
外
国
産
輸
入
シ
ジ
ミ
を
外
観
か
ら
の
み
で
判
別
す
る
こ
と
は
極
め
て
困

難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
mt
DN
A遺

伝
子
技
術
等
を
用
い
た
同
定
判
別
手
法
を
早
急
に
確
立
し
対
策
を
立
て
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

宍
道
湖
西
岸
域
に
お
い
て
分
布
が
確
認
さ
れ
て
い
る
マ
シ
ジ
ミ
系
の
生
息
分
布
状
況
の
調
査
を
実
施
す
る
等
、
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
以
外
の

シ
ジ
ミ
類
の
監
視
体
制
の
強
化
を
は
か
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

斐
伊
川
河
口
周
辺
の
マ
シ
ジ
ミ
系
生

息
実
態
調
査

平
成

15
年
度

【
目
的
】
斐
伊
川
河
口
域
の
マ
シ
ジ
ミ
系
の
シ
ジ
ミ
の
生
息
分
布
実
態
を
調
査
し
、
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
と
の
生
息
場
所
等
の
競
合
関
係
を

把
握
す
る
。

【
進
行
状
況
】
マ
シ
ジ
ミ
系
の
シ
ジ
ミ
は
淡
水
が
多
く
混
じ
る
河
口
に
近
い
ほ
ど
生
息
比
率
が
高
く
、
河
口
沖
合
に
行
く
ほ
ど
ヤ
マ
ト

シ
ジ
ミ
の
割
合
が
高
く
な
る
こ
と
が
伺
え
た
。

【
問
題
点
】
生
息
域
の
拡
大
は
餌
や
棲
み
場
所
等
の
競
合
を
引
き
お
こ
す
ほ
か
、
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
商
品
イ
メ
ー
ジ
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
恐
れ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
シ
ジ
ミ
同
定
技
術
の
確
立
に
併
せ
て
生
息
実
態
の
追
跡
調
査
等
を
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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研
究
課
題
名

研
究
期
間

目
的
・
進
行
状
況
（
結
果
概
要
）

宍
道
湖
・
中
海
水
産
業
活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

平
成

15
～

17
年
度

【
目
的
】
宍
道
湖
・
中
海
に
お
い
て
漁
場
造
成
及
び
栽
培
漁
業
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
行
い
、
漁
場
環
境
の
改
善
や
漁
業
生
産
の
拡
大
を

通
じ
て
地
域
振
興
に
寄
与
す
る
。

【
進
行
状
況
】
宍
道
湖
・
中
海
に
竹
林
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
魚
礁
等
の
各
種
実
証
施
設
を
設
置
し
た
。
ま
た
、
地
域
特
産
種
で
あ
る
ヨ
シ
エ
ビ

の
資
源
増
大
に
向
け
て
稚
エ
ビ
を
放
流
し
た
。
本
年
度
以
降
、
そ
れ
ら
の
効
果
の
追
跡
調
査
を
行
い
、
漁
場
造
成
事
業
、
放
流
事
業
に
よ
る

漁
業
生
産
の
増
大
の
可
能
性
を
探
る
。

【
問
題
点
】
宍
道
湖
・
中
海
は
透
明
度
が
悪
く
、
潜
水
調
査
等
に
よ
る
漁
場
造
成
効
果
の
十
分
な
把
握
が
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
閉
鎖
浅
海

域
で
の
魚
礁
施
設
の
設
置
例
や
、
魚
介
類
の
蝟
集
生
態
等
に
関
す
る
知
見
も
乏
し
い
こ
と
か
ら
、
調
査
手
法
の
確
立
や
そ
の
実
施
に
は
十
分

な
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。

1)
 漁

場
環
境
保
全
対
策
事
業

2)
 河

川
定
期
観
測
調
査

3)
 神

西
湖
定
期
観
測
調
査

平
成

8年
度
～

【
目
的
】
内
水
面
漁
場
に
お
け
る
、
生
物
、
水
質
、
底
質
の
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
す
る
。

【
進
行
状
況
】
宍
道
湖
・
中
海
で
は

10
調
査
定
点
で
底
生
動
物
調
査
、
水
質
、
底
質
調
査
に
加
え
、
生
息
魚
類
調
査
・
ワ
カ
サ
ギ
産
卵
状
況

調
査
・
大
型
水
草
群
落
調
査
を
実
施
し
た
。
神
西
湖
で
は

6
点
で
水
質
調
査
を
行
い
、
県
内
河
川

6
ヶ
所
で
水
生
昆
虫
、
付
着
藻
類
量
、
水

質
の
調
査
を
行
っ
た
。

【
問
題
点
】
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
、
コ
ノ
シ
ロ
等
の
へ
い
死
要
因
の
解
明
、
ア
ユ
資
源
の
豊
凶
解
明
、
産
卵
保
護
区
域
の
検
討
等
の
貴
重
な
資
料

に
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
継
続
的
に
デ
ー
タ
の
集
積
を
は
か
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ア
ユ
資
源
生
態
調
査

平
成

11
～

15
年
度

【
目
的
】
天
然
溯
上
ア
ユ
資
源
の
効
果
的
増
大
を
は
か
る
た
め
、
海
面
生
活
期
（
稚
仔
魚
期
）
か
ら
河
川
遡
上
期
（
幼
魚
期
）
ま
で
の
ア
ユ

の
生
態
に
つ
い
て
、
耳
石
に
よ
る
日
齢
査
定
等
を
用
い
て
溯
上
ア
ユ
の
ふ
化
日
等
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
成
魚
期
の
側
線
上
方
横
列
鱗

数
な
ど
の
外
部
形
態
差
に
よ
る
放
流
種
苗
の
由
来
別
（
海
産
、
琵
琶
湖
産
、
人
工
産
）
調
査
を
行
い
、
効
果
的
な
放
流
に
よ
る
資
源
管
理
技

術
の
開
発
を
図
る
。

【
進
行
状
況
】
高
津
川
に
お
い
て
、
耳
石
日
輪
に
よ
り
海
面
及
び
遡
上
初
期
の
個
体
の
ふ
化
時
期
の
推
定
を
行
っ
た
結
果
、
平
成

15
年
ま
で

は
11

月
生
ま
れ
の
ア
ユ
が
最
も
多
く
河
川
に
回
帰
し
た
が
、
平
成

16
年
春
は

12
月
生
ま
れ
が
中
心
で
、
こ
の
現
象
（

16
年
）
は
周
布
川
、

神
戸
川
で
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
鱗
数
・
下
顎
側
線
孔
数
に
よ
る
由
来
別
調
査
は
放
流
種
苗
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
は
、
な
わ
ば
り

形
成
、
放
流
効
果
、
健
苗
性
等
が
把
握
で
き
る
有
効
な
手
法
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。

　

【
問
題
点
】
海
面
等
で
の
減
耗
資
源
変
動
要
因
を
明
ら
か
に
し
、
効
果
的
な
産
卵
親
魚
の
保
護
対
策
に
役
立
て
る
必
要
が
あ
る
。
外
部
形
態

差
に
よ
る
由
来
判
別
手
法
が
有
効
に
活
用
で
き
る
と
な
る
と
、
放
流
効
果
が
十
分
期
待
で
き
冷
水
病
被
害
の
少
な
い
種
苗
を
選
択
し
て
購
入

し
放
流
す
る
こ
と
等
が
可
能
と
な
り
、
天
然
遡
上
ア
ユ
資
源
の
増
大
対
策
（
効
果
的
な
産
卵
親
魚
の
保
護
）
と
併
せ
、
有
効
な
ア
ユ
資
源
管

理
対
策
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
更
に
由
来
別
漁
獲
状
況
な
ど
事
例
収
集
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。
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研
究
課
題
名

研
究
期
間

目
的
・
進
行
状
況
（
結
果
概
要
）

神
戸
川
下
流
域
の
シ
ジ
ミ
生
息

実
態
状
況
調
査

平
成

15
年
度

【
目
的
】
神
戸
川
の
神
戸
堰
か
ら
下
流
域
に
か
け
て
分
布
す
る
シ
ジ
ミ
類
の
生
息
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。

【
進
行
状
況
】
最
下
流
地
点
の
底
層
で
は
海
水
の
影
響
が
強
く
見
ら
れ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
場
所
で
は
ほ
と
ん
ど
が
塩
分
を
含
ま
な
い
淡
水

に
近
か
っ
た
。
ま
た
、
溶
存
酸
素
量
は
ど
の
調
査
地
点
で
も
十
分
に
あ
っ
た
。
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
は
河
口
域
近
く
で
最
も
多
く
採
集
さ
れ
、
上

流
に
行
く
に
従
っ
て
生
息
量
が
減
少
し
、
神
戸
堰
付
近
で
は
ほ
と
ん
ど
生
息
し
て
い
な
か
っ
た
。
一
方
、
マ
シ
ジ
ミ
系
の
分
布
は
ヤ
マ
ト
シ

ジ
ミ
と
逆
の
傾
向
が
見
ら
れ
、
河
口
域
で
は
全
く
採
集
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
神
戸
堰
付
近
で
は
ほ
と
ん
ど
が
マ
シ
ジ
ミ
系
で
あ
っ
た
。
ヤ
マ

ト
シ
ジ
ミ
と
マ
シ
ジ
ミ
系
の
生
息
場
所
の
違
い
は
、
塩
分
濃
度
の
影
響
に
よ
る
と
思
わ
れ
た
。

【
問
題
点
】
関
係
漁
協
の
要
望
も
あ
り
実
施
し
た
が
、
河
川
内
で
の
生
息
域
の
把
握
が
不
十
分
で
あ
る
ほ
か
、
採
取
用
具
も
調
査
船
と
の
関

係
で
小
型
の
エ
ッ
ク
マ
ン
採
泥
器
や
漁
船
漁
具
（
ジ
ョ
レ
ン
）
等
を
用
い
て
実
施
し
て
お
り
、
概
略
的
で
定
性
的
な
調
査
と
な
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。

魚
類
防
疫
（
魚
病
）
対
策
及
び

水
産
用
医
薬
品
適
正
使
用
指
導

平
成
元
年
度
～

【
目
的
】
県
内
の
内
水
面
増
養
殖
漁
業
に
お
け
る
魚
病
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
現
地
巡
回
等
に
よ
る
養
魚
・
魚
病
対
策
指
導
、
魚
病
診
断

及
び
医
薬
品
の
適
正
指
導
等
を
行
な
う
。

【
進
行
状
況
】
魚
種
別
検
査
対
象
は
ア
ユ
が
最
も
多
か
っ
た
。
ま
た
、
本
年
よ
り
コ
イ

K
H

V
病
の
ま
ん
延
防
止
対
策
の
指
導
や
検
査
を
行
な

っ
た
。
そ
の
他
に
ヤ
マ
メ
、
ド
ジ
ョ
ウ
、
サ
ケ
、
ス
ッ
ポ
ン
の
養
魚
指
導
お
よ
び
魚
病
検
査
を
行
な
っ
た
。

【
問
題
点
】
新
し
い
魚
病
発
生
（
コ
イ

K
H

V病
等
）
に
よ
り
、
新
た
な
検
査
体
制
の
整
備
等
が
必
要
で
あ
り
業
務
量
が
急
増
傾
向
に
あ
る
。

ア
ユ
の
冷
水
病
対
策

平
成

12
年
度
～

【
目
的
】
河
川
漁
業
に
お
け
る
最
重
要
漁
獲
物
で
あ
る
ア
ユ
資
源
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
冷
水
病
の
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
の
防

疫
対
策
を
行
な
う
。

【
進
行
状
況
】
ア
ユ
冷
水
病
に
つ
い
て
は
確
立
さ
れ
た
対
策
が
な
い
た
め
、
知
見
の
収
集
を
目
的
と
し
た
放
流
用
種
苗
の
保
菌
検
査
、
ア
ユ

種
苗
の
来
歴
カ
ー
ド
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
結
果
、
現
場
に
お
け
る
冷
水
病
へ
の
認
識
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
新
た
な
知
見
に
つ

い
て
は
、
速
や
か
な
普
及
を
行
っ
て
い
る
。

【
問
題
点
】
ア
ユ
冷
水
病
は
防
疫
努
力
を
続
け
て
い
る
も
の
の
毎
年
発
生
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
ア
ユ
冷
水
病
の
発
病
は
、
様
々
な
要
因
が

絡
ん
で
お
り
特
定
の
対
策
の
み
で
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
感
染
源
や
発
病
の
き
っ
か
け
に
な
る
恐
れ
の
あ
る
要

因
を
特
定
し
ひ
と
つ
ひ
と
つ
取
り
除
い
て
い
く
地
道
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

普
及
啓
発
活
動

【
目
的
】
内
水
面
に
お
け
る
漁
業
や
環
境
保
全
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
漁
業
者
を
は
じ
め
一
般
県
民
及
び
小
中
学
生
な
ど

を
対
象
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
や
学
習
会
の
開
催
等
各
種
の
普
及
啓
発
活
動
を
行
う
。

　
　
　
　

【
進
行
状
況
】
①
水
辺
の
教
室
、
各
種
研
修
等
に
つ
い
て
の
対
応
、
小
中
学
生
の
課
外
活
動
、
総
合
学
習
へ
の
対
応
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の

講
師
派
遣
、
施
設
見
学
へ
の
協
力
等
を
実
施
し
た
。
②
島
根
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
内
水
面
水
産
試
験
場
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、

内
水
面
水
産
試
験
場
の
紹
介
、
宍
道
湖
・
中
海
の
水
質
情
報
、
内
水
面
魚
貝
類
の
解
説
、
島
根
の
内
水
面
漁
場
や
生
物
に
つ
い
て
解
説
、
宍

道
湖
・
中
海
の
湖
底
貧
酸
素
化
現
象
に
つ
い
て
の
解
説
、
小
中
学
生
向
け
川
の
生
物
観
察
ガ
イ
ド
、
事
業
報
告
書
な
ど
の
研
究
成
果
等
を
掲

載
し
た
。
平
成

15
年
度
は
約

4,
00

0
件
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
っ
た
。
③
平
成

15
年
度
か
ら
は
、
大
橋
川
に
設
置
し
て
い
る
水
質
計
の
リ
ア
ル

タ
イ
ム
の
水
温
、
塩
分
、
溶
存
酸
素
等
を

FA
X
で
一
般
県
民
に
公
開
し
、
貧
酸
素
水
関
連
調
査
の
結
果
は
月
報
と
し
て
希
望
す
る
機
関
・
個

人
に
無
料
配
布
す
る
等
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
実
施
し
た
。
④
一
般
県
民
、
漁
業
者
等
か
ら
の
内
水
面
漁
業
、
水
産
生
物
等
に
関
す
る
電
話
等

で
の
質
問
や
技
術
的
な
問
い
合
わ
せ
に
随
時
対
応
し
た
。

【
問
題
点
】
年
々
、
学
習
会
開
催
の
依
頼
や
照
会
件
数
が
増
加
し
て
お
り
、
研
究
員
の
業
務
量
や
負
担
も
増
大
傾
向
に
あ
る
。
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